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令和８年度 食生活に関するアンケート結果 

 

 

◆調査対象    町内小中学校全校：小学５年生２０７名、中学２年生２０７名 

◆回収状況    ３６５名（小学生１４８名、中学生２１７名） 

         ※中学生は、複数回回答した児童がいると思われますが、特定できなかった 

ため、そのまま集計しました。 

◆調査実施期間  令和８年６月２２日（月）～６月２６日（金） 

◆調査方法    Googleフォームを使って『食生活に関するアンケート』を作成し、各学校へ 

調査を依頼しました。各学校から Teams等で対象の児童生徒と共有し、実施 

期間内に回答してもらい、回収した集計結果をまとめ、分析を行いました。 

 

◆調査結果 

１．学校がある日には、毎日、朝ごはんを食べていますか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 毎日食べる 
1 週間に 1～2日 

食べないことがある 

1 週間に 3～4日 

食べないことがある 
ほとんど食べない 

小学生 １３１ １１ ０  ６ 

中学生 １８３ １８ ３ １３ 

合計 ３１４（86.1％） ２９（7.9％） ３（0.8％） １９（5.2％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校がある日に朝ごはんを食べているかの問いに、86.1％の児童生徒が毎日食べていると回 

答しましたが、13.9％の児童生徒に朝食の欠食が見られています。 

86.1％

7.9％

0.8％ 5.2％

毎日食べる

1週間に1～2日食べな

いことがある

1週間に3～4日食べな
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２．１で、「毎日食べる」以外を選んだ人に質問です。食べない理由は何ですか？ 

ｎ＝５１（人） 

 食欲がない 太りたくない 

食べないこと

が習慣になっ

ている 

朝ごはんが用

意されていな

い 

食べる時間が

ない 
その他 無回答 

小学生 ３ １ ２ ２  ６ ２ １ 

中学生 ９ ０ ２ ２ １４ ６ １ 

合計 
１２ 

（23.5％） 

１ 

（2.0％） 

４ 

（7.8％） 

４ 

（7.8％） 

２０ 

（39.4％） 

８ 

（15.6％） 

２ 

（3.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他を選んだ人は理由を書いてください。 ｎ＝８ 

  ・お腹がすかないから 

・寝たい 

・お腹が痛くなってしまう 

  ・食欲ないし、太りたくないし、食べる時間がない 

  ・食欲ないし、食べる時間がない 

  ・特に理由はない 

 

●朝食を「毎日食べる」以外の回答をした児童生徒５１人に、朝食を食べない理由を聞くと、「食

欲がない」「食べる時間がない」など、日ごろの生活習慣が関係している回答が多くありました。 

「その他」の回答では、複数の理由を回答している児童生徒がいました。 
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３．給食や食事の前には、石けんを使って、よく手を洗っていますか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 洗っている どちらともいえない 洗っていない 

小学生 １２１ ２６ １ 

中学生 １７３ ４１ ３ 

合計 ２９４（80.5％） ６７（18.4％） ４（1.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食や食事の前に、石けんを使って、よく手を洗っているかの問いに、「洗っている」が 80.5％

でした。一方、「洗っていない」「どちらともいえない」という児童生徒が 19.5％いることがわかり

ました。 

給食や食事の前に、身支度や手洗いなど衛生面の対策を行うことは、感染症予防対策のひとつと

して大変重要と考えられます。正しい手洗い方法の徹底が実施できるよう、声かけを行っていきま

す。 
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４．給食や普段の食事を、ゆっくりよくかんで食べていますか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 食べている どちらともいえない 食べていない 

小学生  ９４ ４７  ７ 

中学生 １２７ ７０ ２０ 

合計 ２２１（60.5％） １１７（32.1％） ２７（7.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食や普段の食事をゆっくりよくかんで食べているかの問いに、60.5％の児童生徒が「食べて

いる」と回答しています。 

 ゆっくりよくかんで食べることで満腹中枢が刺激され、食べ過ぎの防止につながったり、あご

の発達が促されたりします。食事の時間にゆとりをもてる生活が送れることが望ましいと考えま

す。 
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５．給食に苦手なものが出たとき、あなたはどうしていますか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 苦手なものがない 

苦手なものでも 

全部食べるように 

している 

少しだけ食べている まったく食べない 

小学生 １９ ２７ ８０ ２２ 

中学生 ３０ ５５ ９４ ３８ 

合計 ４９（13.4％） ８２（22.5％） １７４（47.7％） ６０（16.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食に苦手なものが出たときにどのようにしているかの問いに、70.2％の児童生徒が「苦手な

ものでも全部食べるようにしている」「少しだけ食べている」と回答しています。 

 苦手なものでも全部食べるようにしたり、少しだけ食べるようにしたりすることで、栄養バラ

ンスが考えられた食事に対して、「一口チャレンジ」をしてみようという姿勢が見られます。 
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６．給食の量は、あなたにとってどうですか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 ちょうどいい 多い 少ない 

小学生  ９８ ３４ １６ 

中学生 １５７ ３２ ２８ 

合計 ２５５（69.9％） ６６（18.1％） ４４（12.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食の量についての問いに、69.9％の児童生徒が「ちょうどよい」と答えている一方、18.1％の

児童生徒が「多い」、12.0％の児童生徒が「少ない」と回答しています。 

個々人が感じる量は異なると考えられますが、給食は年齢に見合った栄養量を計算して提供して

いるため、今後においても献立検討の強化に努めていきたいと思います。 
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７．給食の味つけは、あなたにとってどうですか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 ちょうどよい 濃く感じる 薄く感じる 

小学生 １３５ ４  ９ 

中学生 １９０ ９ １８ 

合計 ３２５（89.0％） １３（3.6％） ２７（7.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食の味つけについて、どのように感じているかの問いでは、89.0％の児童生徒が「ちょうどよ

い」と回答しています。一方、7.4％の児童生徒が「薄く感じる」と回答していました。 

給食１食あたりの塩分摂取量は、2.0ｇ未満を目標としています。少ない塩分量でも、おいしく食

べられるように、だしを利かせた汁物や素材の味を生かした味つけの工夫を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.0％

3.6％
7.4％

ちょうどよい

濃く感じる

薄く感じる



8 

 

 

８．給食で、茨城町や茨城県でとれた食べ物が使われていることを知っていますか？ 

ｎ＝３６５（人） 

 知っている 知らない 

小学生 １４２  ６ 

中学生 ２０５ １２ 

合計 ３４７（95.1％） １８（4.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食で、茨城町や茨城県でとれた食べ物が使われていることを知っているかの問いに、「知って

いる」が 95.1％でした。 

毎月発行している献立表において、茨城町産の食材には「ひぬ丸くんマーク」を貼付しています。 

また、11月は地産地消強化月間として、茨城県産の食材使用率を強化する取り組みを実施していま

す。 
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